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十 三 沖 の 漁 場 環 境 調 査

(ホクテガイの放流適否について )

高橋 克成 ･青山 宝蔵 ･富永 蔵 二 ･本堂 太郎

は じ め に

陸奥湾におけるホタテガイの増養殖数量が年々増加するなかで,近年 日本海や太平洋沿岸でもホタデ

ガイの増養殖の可能性が検討されるようIこな ってきた｡このたび十三漁業協同組合より,同地先に広が

る砂浜地帯がホタテガイの地まき放流地として適しているか否かの調査の依頼を受けたo

そこでl.青森県水産試験場,青森県漁連,十三漁協の協力を得て,底生動物と底質の両面から漁場環

境調査を行な ったのでその概要を報告する｡調査(こ協力していただいた関係機関(こ厚 く感謝す るo

調 査 方 法

調査年月日

調査場所

試料の採集方法 .

メガロベントス

マクロペソトス

底 質

調査項目

メガロペソトス

マクロペソ トス

底 質

水 深

透明度

海底の観察と撮影

昭和 47年 10月20日

北津軽郡市浦村十三沖の 12地点(第 1図参照)

ドレ ツiy(間口巾60cm,網目1.5cmX1.5m )を使用し毎分約 50mの速度

で曳網し採集した｡

イ地点(St.1, 2, 5,9,10,ll)ではスキューバによる潜水で,チリ

トリ型の採集具を使い表層より約 7cm,,採集面積約840C競 容析約62の

底質を採取し, 1rrm日のフルイを使用し採集したO

ロ地点(st.4,5, 6,7, 8.12)では変型 SK式採泥器で5- 62の

底質を採取し, 1rrm目のフルイを使用して採集した.

上記のイ地点では潜水により,ロ地点では変型 sK式採泥器で採取した｡

各々の個体数

肉眼で識別できる範囲でひろい出し, 10の動物群に分け各々の個体数を求め

た｡

粒度組成 標準フルイによる｡

coD 過マンガン酸カリウム(こよるアルカリ酸化法

全硫化物 富山,神崎法

間組(こよる｡

セ ツキー透明度板(こよる｡

スキューバ(こよる潜水観察と水中カメラによる｡
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調 査 結 果

水深,透明度および底質の化学分析の結果を第 1表

に示した｡透明度は十三湖から流出する濁水のため沿

岸域が低く,その範臥 ま調査地域の南側(こ広がる傾向

があ った｡裸や粗砂の地点では,底質の化学分析を行

なうことが不適当と思われたため,沿岸に近い細砂の

地点のみで実施した｡ C0Dは0.57-0.817呼/g

全硫化物は0-0.058mg/ gの範囲(こあり,いずれ

も小さな値であ った｡

底質の粒度分析の結果をもとに粒径加積曲線を描い

てみると4つの型Iこ分類され,それらの分布ととも(こ

第2図に示した.Aの型は 250-125FLのよく淘

汰された細砂が 76-95% 含まれる細砂地である｡

Bの型は2,000-250ILの粗砂が 70-77%含

まれる粗砂地である｡ Cの型は2mm 以上の僕が 48

-61% 含まれる瞭地である｡ Dの型は4mm以上の

軌 小石が51-74% 含まれる非常に粗い傑地であ

る｡

l■

第1図 調 査 .地 点 第 1表 水深
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潜水lこよる海底の観察結果と写真を第 2表に示

した｡■海底の状態は ri押Ie- 7nark･ ( 連痕

)が顕著(こ発達し,その形状は底質の椿徴とよく

対応していて,いずれも波浪,潮流等の物理的な

影響が非常(こ大きいことを示した｡一方底生動物

は非常に少なか った｡

ドV ツi7で採集 したメガロペソ トスを第 5表(こ

示した｡採集された動物は一般に種類数,個体数

ともに極めて少なく,わずかに沿岸の水深 10m

付近(こヒラモ ミiyガイとクマガソゾウビラメが多

く分布していた｡

マクロペソ トスの採集結果を第 4表(こ示した｡

水深 10m付近の細砂地には二枚貝頬の椎貝が多

く,沖合の疎地(こはヒゲラガイ類が多 く分布して

いた｡また全個体数の分布をみると,底質が細砂

か ら傑tこ移行する付近tこ個体数の少ない地域が認

め られた｡

第 2表 海 底 観 察 結 果

St 底 質

1, 9細 砂 さざ波状

で不規則10,ll硬くしま

る 山は低い2 粗 砂 大きく規則的硬くしまる 山の高さは,谷から山まで

約 15C虎,山から山まで

の巾は 40-50C加5 小石ま

じり St.2と似るが山の高さは

の傑少し柔 約 7C虎で巾はより広い底生動物はどこも非常fこ少なく,まれ(こウニ類



育水増車某紙蒼 ,芙?1,'募(Dl･<9賞 と の採集結果
′

st 曳網時間 曳網面積■ 動 物 名 (個

体数 )1 5 翻 9廿 p1) タマガンゾウビラ

メ稚魚(1)2 5 15

0 ツメタガイ (1)5 5 90 ヒオウギ稚貝 (1

)4 5 90 ウニ類 (1)

5 5.5 105 ヒラモミ㌔ガイ (

5)6 5 90 な

し7 4 120 なし8 5 90 多触 2種 (5)9 5 90 ヒラモミiyガイ(1)その齢托 ミ汐ガイ(2)タマガンゾウ 誓ラメ稚,%(1)

10 5 90 なしl

l 5 90 プソプク類1種(2)12 5 90 なし第 4表 マクロペソ トスの採集結果調査点 採 ※隻法 採泥量(A)軟 体 動 物 甲 殻 類 種皮類 ~多毛演 その他の動物 癌.A.森合 計ヒゲラガ姦 腹足類 - ■■枚貝類 揺蜘類 介形痩 その他 チマコ類 ク一一一■一

類1 イ 6 00三犯 000 2

4 56 5※※2(14) 772 イ 6 00
0 2 D0 2 0 8 145 イ 6 7 01 5 0 10157

ll(5) 由4 ロ' 6 59 0ll

7 010 1 48 0(55) 1055 ロ｢ 6 0018 12 0011
9 0 416 ロ 6 0 00 5 1

0 2 0 0 1 0 167 ロ 5 001 1 001010 5 18

･8 ロ 5 9 0 2 0口00D
25 1(21) 559 イ 6 0054 9 5 01140
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考

ホタテガイに限らず,生物を新たな場所に移殖する場合には,その生物が生息している場所 と新たに

移殖する場所の自然環境を比較検討したうえで慎重(こすることが必要 と思われる.移殖の問題(こついて,

山本(1964)は底生生物の群集生態学的研究を経て rある生物種を移殖するとき,その生物が移殖

される場所の生物群集組員である場合は大して問題Iこならないであろうが,新しい生物種を移殖すると

きには,まずそれがその移殖区域生物群集 と親和性が高いか どうかを調査検討す る必要があろうJと述

べている｡そこでホタテガイが生息している場所 として陸奥湾内のホタテガイ漁場と比較す ると次のよ

ラ(こなる｡

湾内のホタテガイ漁場に優 占種として現われる動物 として,メガロペソトスにはクモヒ トデ類,ツガ

ルウニ,カメホクズキチ ョウチソ, スナヒ トデ,キタムラサキウニ,Vヤミセンガイ等があげられ,前

5種は痔(こ多く分布している.マクロベン トス(こはクモヒ トデ類,端脚類,ヒゲラガイ類,Vヤミセソ

ガイ,ポソタグ フVなどがあげられるOこれ らと十三沖の生物相を比較すると,共通する生物 としては

端脚類とヒゲラガイ類(こ限られ,それに種類数,個体数ともに十三沖がかなり少ない｡以上のことから

両者の生物相(こは大きな差異が認められ,十三沖の調査地域(こ生息する底生生物群集とホタテガイの親

和性は非常(こ低いと思われる｡また十三沖沿岸で採集されたタマガンゾクビラメが,湾内ではホタテガ

イの放流不適地とされている蟹田町以北の浅海域のみ(こ分布していることもホタテガイとの親和性が低

い指標の1つくこなるかもしれない｡

物理,化学的な環境(こついてみると,底質iこついては湾内のホタテガイ漁場のなかで波浪,潮流の影

響の強い沿岸域 (多くは水深 15m以浅 )に十三沖にみ られる底質と類似する場所がみられる｡ しかし

海底の形状を比較すると,湾内のホタテガイ漁場では沿岸域の砂地に局所的にきざ波状のrimZe-7nark

が観察されているが,十三沖の粗砂,傑地にみられた大きな〝 うね 〝 からなるものは観察されていない｡

このことは十三沖が湾内の漁場に較ぺて波浪,潮流の影響がきわめて大きいことを示しており,ホタテ

ガイが生息す るための大きな障害になるものと思われる｡

次に外海に面している場所で実際のホタテガイの成育は どうであるかを検討してみると,幼貝の移殖

放流試験を行な った平館村野円沖,東通村岩屋沖, 自然発生貝の調査を行な った佐井村今滝沖では, 6

月に 5-8cmの幼貝を放流 (または生息していた )したが, 5-9ケ月後の秋から冬にかけてすべてへ

い死しているo成育場所は細砂～粗砂でわmZe-7nWkも観察されている.-い死した原因としては, ミ

ズダコに よる食害の他に波浪,潮流の影響,底生生物群集 とホタテガイの親和性が低いこと等の環境要

因があると思われホタテガイの成育場所 として適していなか ったと思われる｡一方八戸市大久喜沖の水

深約 50m以探の海域で 自然発生し7TLと思われる5, 4年貝に達したホタテガイが生息していた ことは

注目される｡しかしその成長は陸奥湾産と較ぺかなり遅い｡また日本海の鯵ヶ沢沖でもホタテガイが採

集されており,その生息水深は正確(こ調べられていないが少な くとも水深 40m以浅ではない.t聞いて

いる○

これまでに述べたことがらを総合す ると,今回調査対象とした地域は底生生物群集とホタテガイの親

和性が低い こと,波浪,潮流の影響が大きいことの2点からホタテガイの放流適地 とはいいがたい｡

一方波浪,潮流の影響の少ない水深 40m以降の場所にあるいはホタテガイの生息できる可能性があ

ー8ユー
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るかもしれないことは,八戸市大久音沖や鯵ヶ沢町沖の例から推察されるが,成長や生残率【こおよはす

生息環境は陸奥湾内のホタテガイ漁場とくらぺかなりきびしく,また漁場が沖合になるということもあ

って,ホタテガイの放流で成果をあげることは多々困難を伴うものと思われる｡
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